
学修成果の評価方法について 

学則（抜粋） 

第１２条 授業科目の成績評価は，学年末において，各学期末に行う試験，実習の成果，履修状況等

を総合的に勘案して行う。 

２  授業科目を履修し，成績評価で合格した者には，所定の単位を与える。 

３  出席時数が授業時間の３分の２（但し，実技，実習は５分の４）に達しない者は，その該当科目につ

いて評価を受けることができない。なお，介護福祉科においては，各科目の出席時間数が社会福祉

士介護福祉士学校職業能力開発校等養成施設指定規則（昭和６２年 厚生省令第５０号）に定める  

時間数の３分の２（但し，介護実習は５分の４）に満たない者については，当該科目の履修認定を行

わない。 

４  各授業科目の成績評価は，総合成績（実習を含む）を１００点満点とし，６０点以上を及第とする。成

績評価はＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄの４段階に分けて通知する。 

 

試験規定（抜粋） 

（試   験）  

第 ２条 定期試験は，学期末毎に実施することを原則として，必要に応じて随時これを行うことが出来

る。 

２ 原則として，前期科目は前期末に，後期科目は後期末に定期試験を実施する。 

３ 通年の授業科目の場合には，後期末に定期試験を実施する。但し，前期末に学生理解度を図るた

めの中間試験を実施することがある。 

４ 定期試験は１００点を満点とした問題を作成し，成績は上限を１００点とする。 

（種   類） 

第 ６条 学期末または学年末に行う定期試験は筆記，実技，口述，論文（レポートを含む）のいずれか

１つまたは２つ以上によって行う。 

（受験資格） 

第 ７条 次の各号の一つに該当する者は，試験を受けることが出来ない。 

（１）  当該授業科目の履修登録をしていない者 

（２）  授業料，その他の校納金を完納していない者 

２ また当該授業科目の出席回数が，講義及び演習においては授業時数の３分の２，実技及び実習に

おいては授業時数の５分の４に達しない者は成績評価の対象とはならない。 

（試験実施中の入退室） 

第 ８条 試験開始後２０分を経て入室することは出来ない。 

２ 試験開始後３０分を経なければ退室することは出来ない。 

３ 途中退場した者は当該試験終了まで再入室することはできない。 

（懲   戒） 

第 ９条 受験中に不正行為をした者または不正行為をしたと認められた者は退場を命ぜられ当該試

験は不合格とし，戒告，停学若しくは退学の処分とする。 

２ 受験中に不正行為をした者または不正行為をしたと認められた者は，その後の試験を別室にて受験

する。 



（成績の評価） 

第１４条 各授業科目において定期試験およびその追試験の成績評価は，総合成績（実習を含む）を 

１００点満点とし，６０点以上を及第とする。成績評価はＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄの４段階に分けて通知する。 

２ Ａ（１００点～８０点） Ｂ（７９点～７０点） Ｃ（６９点～６０点） ６０点未満をＤとし，Ａ，Ｂ，Ｃを合格と 

する。 

３ 教員は，試験の得点に授業態度，定期試験で行う以外の小テストや論文（レポートを含む）の点数を

加点，または試験の得点から減点することが出来る。 

４ 単位の認定については，履修規程第８条に定めるところとする。 

５ 成績評価による学業結果を総合的に判断する指標として，履修した全ての科目におけるＧＰＡ   

(Ｇｒａｄｅ Ｐｏｉｎｔ Ａｖｅｒａｇｅ)を用いる。 

６ 履修した科目のＧＰ（Ｇｒａｄｅ Ｐｏｉｎｔ）は，次の計算式により算出する。ただし，総合成績が６０点未満

の場合は，「０」とし，小数点第３位以下は四捨五入とする。 

   ＧＰ=（総合成績－５０）／１０ （５．０ ≧ ＧＰ ≧ １．０ ，０） 

７ 履修した全ての科目における GPA は，次の計算方法により得た値とする。また，GPA は，小数点  

第３位以下は四捨五入とする。 

  ＧＰＡ=（履修した科目のＧＰ×単位数）の総和／在学期間に履修申告した対象科目の単位数の  

総和 

８ 不合格とされた授業科目を再履修し，単位を修得した場合は，当該科目の不合格とされた成績を 

通常のＧＰＡの算出から除外し，新たなＧＰによりＧＰＡを算出する。 

９ 既修得単位として認定された科目は，ＧＰＡの算出から除外する。 

１０ ＧＰＡが４.５以上で，各クラスの上位５％以上の場合は，成績優秀者として，ＧＰＡが１．５未満の 

場合は，成績不振者として扱う。 

（ＧＰＡ算出方法の詳細） 

Ａ，Ｂの総合成績が次とおりの場合のＧＰ，ＧＰＡを算出する。 

Ａ 生理学（２単位）：７４点  物理学（４単位）：９１点 体力学（１単位）：８９点 

Ｂ 生理学（２単位）：６０点  物理学（４単位）：４０点 体力学（１単位）：７５点 

ＧＰ計算方法詳細 

ＧＰ=（総合成績－５０）／１０ （５．０ ≧ ＧＰ ≧ １．０ ，０） 

Ａ 生理学（２単位）：７４点＝２．４  物理学（４単位）：９１点＝４．１ 体力学（１単位）：８９点＝３．９ 

Ｂ 生理学（２単位）：６０点＝１．０  物理学（４単位）：４０点＝０．０ 体力学（１単位）：７５点＝２．５ 

ＧＰＡ計算方法詳細 

ＧＰＡ=（履修した科目のＧＰ×単位数）の総和／在学期間に履修申告した対象科目の単位数の総和 

Ａ （２．４×２＋４．１×４＋３．９×１）／（２＋４＋１）＝（４．８＋１６．４＋３．９）／７＝３．６ 

Ｂ （１．０×２＋０．０×４＋２．５×１）／（２＋４＋１）＝（２．０＋０＋２．５）／７＝０．６ 

次年度，Ｂが物理学を再履修し，物理学４単位を９１点で合格した場合 

ＧＰ 生理学（２単位）：６０点＝１．０  物理学（４単位）：９１点＝４．１ 体力学（１単位）：７５点＝２．５ 

Ｂ （１．０×２＋４．１×４＋２．５×１）／（２＋４＋１）＝（２．０＋１６．４＋２．５）／７＝２．９ 

（実習の評価基準） 

第１５条 各実習の成績は，実習先における各期の評価を参考にし，担当教員等が総合して採点する。 

 


